


広重の雨 "Japonaiserie:pont sous la pluie"

江戸の川柳ならぬ、都々逸(どどいつ)に「大工殺すにゃ刃物はいらぬ、雨の3日も降ればよい」そんな雨の世界を、見事に名
画にした男がいる・・・

歌川 広重：うたがわ ひろしげ・1797年(寛政9年)〜1858年(安政5年)・・・
本名安藤鉄蔵、後の重右衛門は、江戸の定火消同心の家に生まれ、12歳の時に両親を失い、1809年に家督を継ぎ火消と
なる。14歳の広重は、初代歌川豊国の門を叩いたが、弟子が多すぎることを理由にことわられ、豊国の弟弟子にあたる歌川
豊広の門下となり、火消と浮世絵師の道を歩み始める・・・

その頃の浮世絵市場は・・・

喜多川歌麿が1790年(寛政2年)頃から描き始めた「婦女人相十品」「婦人相学十躰」といった、女性の胸部から上を描く「美
人大首絵」の美人画が、吉原を中心に江戸庶民に人気をよんでいた・・・

しかし時代は、浅間山噴火の天明の大飢饉で、一揆や打ちこわしが続発し、老中・松平定信は、商業重視政策を否定し「文

武両道」を旨とする寛政の改革(1787〜1793年)を断行。緊縮財政、風紀取締りによる幕府財政の安定化をはかり、役人や庶
民にまで倹約を強要し、極端な思想統制令により、経済や文化は停滞する。1791年(寛政3年)に山東京伝の洒落本・黄表紙
が摘発され、浮世絵の中心的な版元・蔦屋重三郎は財産を半分没収される過料、京伝は手鎖50日という処罰を受け、浮世絵
に対する禁令も相次ぎ、1797年(寛政9年)に重三郎が48歳ではやり病の脚気(かっけ)で亡くなりった後、歌麿も50日間手鎖の
処分で出所後の文化3年(1806年)病に倒れ54年の生涯を終える。そんな、美人画の歌麿時代が終わった、1812年(文化9年)に
重右衛門は、師の豊広と自分から一文字づつをとって、浮世絵師「歌川広重」が誕生する・・・

そして時代は、幕府とは逆に商業の貨幣経済は発展し、幕閣内での対立、庶民の反発によって定信は失脚する。当時、 蔦屋

重三郎方に寄食して、用紙の加工や挿絵描きなどを手伝っていた、十返舎 一九は、蔦屋の勧めで、1795年(寛政7年)黄表紙「
心学時計草」ほか2部を出版後、重三郎死後の1802年(享和2年)に村田屋治郎兵衛から「浮世道中膝栗毛」と題して、弥次さ
ん喜多さんの珍道中を綴った滑稽本を出版。それが評判を呼び、3編後から「東海道中膝栗毛」の外題になり、1822年(文政
5年)までの21年間、次々と続編を書き継ぎ、ここに日本で最初の、文筆のみで自活する大流行作家が生まれる・・・
その東海道中に、意外にも1830年(文政13年/天保元年)に、60年周期でやってくる、文政のお蔭参り(おかげまいり)が起こる
。数百万人規模の伊勢神宮への集団参詣の、江戸から片道15日間の伊勢参りは、当時の庶民の移動には厳しい制限があっ
たが、伊勢神宮参詣の名目で通行手形さえ発行してもらえば、実質的にはどの道を通ってどこへ旅をしても問題はなく、参

詣をすませた後は京や大坂などの見物を楽しむ者も多く、伊勢までの旅費を、お金を出し合い、くじ引きで決める「お伊

勢講」も生まれ、今様の旅行ガイドブックも発売され、旅が娯楽として一般大衆の間に広まって行った・・・

しかし、この天保年間には全国的な凶作による米価の高騰や大飢饉、そして、物価上昇が起こり、大坂で13文のわらじ

http://ja.wikipedia.org/wiki/?????
http://ja.wikipedia.org/wiki/?????
http://ja.wikipedia.org/wiki/?????
http://ja.wikipedia.org/wiki/???????
http://ja.wikipedia.org/wiki/????


が200文に、京都で16文のひしゃくが300文に値上がりしたと記録されている。幕府は貨幣経済の発達に伴って逼迫した幕
府財政の再興を目的とした、老中・水野忠邦の天保の改革(1830〜1843年)で、華美な祭礼や贅沢・奢侈はことごとく禁止
され、不況が蔓延するなか、大衆作家、十返舎 一九も、1831年(天保2年)「此の世をば　どりゃお暇(いとま)に　せん香の　
煙とともに　灰左様なら」と狂歌か江戸の駄洒落の様な、辞世の句を残し、67歳で没し、浮世絵も、美人画はもちろん、役
者絵、風俗画まで描いたり刊行したりすることが厳しく禁じられ、風景画や花鳥風月へと題材を変えだす・・

当時の浮世絵は、歌川派が浮世絵界の最大流派として、葛飾北斎と肩を並べていた・・・

1831年(天保2年)に広重より約40歳も年上の、72歳の老・北斎は、そんな時代を知り尽くし、新境地を切り開いて描いた36枚
の「富嶽三十六景」を発表。十返舎 一九の「東海道中膝栗毛」や、文政のお蔭参りなど、旅行ブームの波に乗って大ヒッ
トし、追加10枚の合計46枚の富士の絵が生まれる。
その北斎に触発されたかの様に、1832年(天保3年)36歳の広重は、正式に職を祖父方の嫡子仲次郎に家督を譲って浮世絵師
として独立。この年の秋、公用で幕府の行列(御馬進献の使)に加わって東海道を上り、翌年の1833年(天保4年)場末の小さな
版元である保永堂に駆け込み、日本橋から京都三条までを一気に刊行するのではなく、売れ行きを見ながら版を重ねる事で

版元と折り合いを付け、保永堂版「東海道五十三次」は刊行される。その初版「日本橋」は余りの人気で刷りに刷られ、桜

の版木もすり減り、二版目が作られたと云われている。そして大判横の錦絵、京都三条までの全55枚を刷り終えた時、名所
絵としての広重の名声は決定的なものとなった。そしてもし、この2人による浮世絵の風景画が無かったとしたら、人物や
役者絵だけでは、たぶん「世界の浮世絵」にはならなかったと云える。しかもその後、これらの絵は海を渡り、フランスの

印象派に多大な影響を与えて行った・・・

その「東海道五十三次」は、品川、川崎と宿場をすぎ、「箱根」で広重のデフォルメが生まれ、「三島の朝霧」「雪の蒲原
」などと風や雪をまじえながらの情景で、雨は3種３ヶ所・・・
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広重は旅を通し、日本人の心の情景を映し出し、一般大衆の目線で、日本人が持つ細やかな雨の感性を描いた。それは、自
然と人々の生活との関わりの中から、日本人の自然に対する心を雨に託し、その雨は、細く太く、真っすぐに斜めに、とき
に濃く薄く、途切れながら、早く遅く、軽く重たく。古今東西これほどの雨を見事に描いた画家はいない・・・
その後の広重は「近江八景／京都名所之内／江戸近郊八景／木曽海道六十九次」など次々と風景、名所シリーズを発表し、
晩年の60才で表紙を含む120枚にも及ぶ「名所江戸百景」を完成させる。そして、20枚以上もの雨や雪の絵を描き、移ろう
四季や、朝夕の時間の移り変わりと風物の情趣に、自然の雨、風、雪、霧、月などを盛り込み、浮世と云う大衆画に日本人
の心の情景を描いた・・・
その頃、約40歳も年上のライバル北斎は「千絵の海／富嶽百景／諸国滝廻り」などを残し、嘉永2年(1849年)90歳の生涯を終
える。この時、広重53歳・・・

そして、時代も根底から崩れはじめる・・・
初代の都々逸坊 扇歌(どどいつぼう せんか)は1850年(嘉永3年)加賀の大名屋敷に招かれ「上は金　下は杭なし(食いなし)　吾
妻橋」(お上は金にあかして、贅沢しているが、下々では毎日の暮らしに困り、三度の飯も食えないでいる)と幕府の悪政を
唄い、怒りをかって江戸追放の刑に処せられ、1852年(嘉永5年)府中香丸町で48歳の生涯をとじる・・・
しかしその幕府は、翌年の1853年(嘉永6年)４隻の巨大な黒船が浦賀沖に出現し、国じゅうが尊王攘夷の激動のなかで、
1854年(嘉永7年)ペリー率いるアメリカ艦隊７隻の軍艦が伊豆下田沖に現れ、日米和親条約で伊豆、下田、函館を開港、
1858年(安政5年)の日米修好通商条約で、横浜、長崎、新潟、兵庫も開港する。そしてこの安政5年、広重は、開港した横浜
から猛威をふるう、はやりやまいのコレラにかかり、62年の生涯を終える・・・

当時、役者絵の国貞、武者絵の国芳、名所絵の広重らは歌川三羽烏と云われた、その「広重」の名跡は、二代目は重宣、三

代目は重政、四代目は菊池貴一郎、五代目は菊池寅三、と受け継がれる。そして「広重」が世を去って30年余の時が流れ「
その雨」は海を渡り西洋絵画にその足跡を残した・・・

「その雨」の絵は・・・
歌川広重:1857年作・名所江戸百景「大はしあたけの夕立」・・・
Vincent van Gogh:1887年/模写 "Japonaiserie:pont sous la pluie"(日本趣味:雨の大橋)・・・
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